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　　　　第3章　小・中型機械化経営に於ける飼料作構造

第1節　地域の概況

　A農場の位置する千代田町は佐賀平野の北東の，クリークが網の目のように走る水田地帯である。

農家戸数の減少は少なく，昭和35年より同45年は3．1％の減少である。しかし専業農家は激しく

減少し，昭和35年の601戸より同45年の251戸になり，兼業農家は逆に増加し】ヒ（第3．1表）。

　耕作規模別農家戸数における変化は3反以下層の若干の減少，1～1．，5三層の減少，1．5～2町層

の若干の増加，2～3町層の増加，3町以上層のかなり大きな増加である。全体としてみれば大きな

変化はないが，上層には土地が集まりつつあるとみてよい。

　農産物販売額区分別農家数は昭和35年の100万円以上の2戸が同45年には536戸へと大幅

第3．1表　　千代田町の農業概況（其の一）
単位：戸

目
年次

総戸数（含，

農　　家

専
業
別

耕
作
規
模
別
戸
数

販
売
額
区
分
別
農
家
数

　非農家）
総　　戸　　数

専　業　農　家

第1種兼業農家

第2種兼業農家

　　　～3反
3反　～　5反

5反　～　1町

1町　～1．5町

1．5町～　2町

2町　～　3町

3町　～

販　売　な　し

　　　　　5万円

　　5～　　10

　10～　　20

　20～　　30

　30～　　50

　50～　　70

　　　　　00　70～1

100～150
150～200
200～

昭和35年 40年 45年

2，442

1，725

　601
1：1

麗：

1鷺

2：1

、61

1諭
ll：

1：1

4
1

2，450

1，692

　325
11：

辮
1罷

2罷

、31

：
：
：

1：1｝

1：1

18 ｱ

1，671

　251
　726
　694

　296
　239
　400
　350
　281
　103
　　16

　　73

　　83

　237

296

172
274
310
166
　60

注）L　農林省統計調査部『1960年世界農林業センサス，市町村別統計書』

　　　同『1965年農業センサス』，『世界農林業センサス』
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第3．2表　　千代田町農業概況（其の二）

項目
年次

乳
用
牛
飼
養
規
模
別
戸
数

役
・
肉

隆才未轟み飼糞

　　　　；頭

　　　　：

　　5　～　　　6

　　7　～　　　9

　10　～　　14

　15　～

ト
ラ
ク
タ
ー

テ
イ
ラ
：

耕
転
機

馬
力
別
台
数

ト
ラ
ク
タ
ー

耕
転
　
機

牛〔鼠

馬厳

命膿
〔
翼

～
～
～

5
　01

02

　　数

　　数

　　数

　　数

　　数

　　数

　　人

　　有

～　5PS

～　　10

～　　20

昭和35年 40年 45年

　
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
頭
戸
頭
戸
頭
台
台
弘
仁
台
紙

5
　
5
　
9
　
3
　
5
　
3
　
一
　
」
　
一
　
一
　
9
　
9
　
8
　
8
　
5
　
7
　
9
　
7

8
5
7
4
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
1
　
2
　
3
　
1

173

　39

　37

45

　29

　14

　5

　4

　26

　28

　12

　12

　49

279

689

　51

190

　85

　12

101

16

42

　37

　　4

　　2

　10

　14
　　7

　　8

　30
　192

1，413

　107

　545

　738

　127

　　3

注）　1．農林省統計情報部前掲書

　　　2．耕伝機．トラクター馬力別台数は個人所有のみ
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に増加している点が注目される。このように農産物販売額が大きいのは，畜産・競菜・特用作物など

の商品化率の高い作物，部門の導入と規模拡大によっている。

　千代田町の畜産の代表は酪農である。昭和35年の酪農家は185戸であったが，その大部分は2

頭以下の飼養であった（第3・2表）。昭和40年には173戸へと減少するが，4頭以上飼養農家

は23戸となり，やや頭数の増加がみられる。昭和45年には戸数は101戸へと大きく減少するが

5頭以上飼養農家は43戸で全飼養農家の426％にも達した。役肉用牛飼養戸数は昭和35年の79

戸より同45年には10戸へと激減し，頭数も1～2頭飼養が多く零細である。

　馬の飼養は耕伝機の普及と置きかわって滅少した（第3．2表）。豚飼養農家も昭和35年の125

戸より同45年には30戸へと激減したが，1戸当り頭数は増加を続けている。

　耕転機・テイラー．トラクターは昭和35年の359台より同45年のL413台へと，ほとんど

の農家が所有するに至っている。

　千代田町の水田は用水組織と排水条件に恵まれている。A農場の属する下黒井部落の二毛作田率は

昭和38年において87％におよんでいる（第3．3表）。したがって疏菜作と飼料作の条件にも恵

ま払これらの栽培が耕転機の普及と餅せてより早くから進んだことが報告されている。

　下黒井部落における酪農の普及ほ早く，昭和35年頃よ．りかなりめ頭数の増加がみられる（第3．

4表）。

　農作物の作付面積は水稲に偏しており、その他の作物はわずかであり，冬作のムギ類．ナタネ．イ

グサも少なく，且つなお減少しつつある（第3．5表）。飼料作物の作付は逆に増加している。昭和

35年はレンゲが4alhaともつとも多かったカ～同45年はgohaと減少し，イタリアンライ

グラスがこれにかわって4αohaと第1位を占め，デントコーーソも9．ohaと増加している。

　千代田町は水田率98．3％で，純粋な水田地帯である。用排水はクリークによって行なわれるが，

A農場の所属する下黒井部落は高田堰土地改良区の用水組織の特徴は，従来の用水確保に重点をおい

た水がこい的性格を有しているところにあるが，これは河川灌漸地区を上流に包含することによって

より大きなものになっている。したがって地下排水と地表排水が基本的に重要であり，その程度は水

稲作におけるより，疏菜作飼料作においての方がより一層重要である。
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第3．3表 高田地区部落別2毛作田率

部落名
目

鶴
横
上
下
莞
本
姉
山
池
旧
東
西
乙
上
下

境
十
二

六

六

牟

告　　牟

西漏
壷
大
大
南
黒
黒
姉

村

城　田　村

田
武
丁
丁
田
田
川
田
田
計
石
石
里
井
井

原
条
計

1毛田 2毛田 計 2毛田率

　　20反

　265

　1　65

　220

　185

　　88

　459

　　29

　　19

1，450

　40

　59

　51

　19
　46

　79

　60

　63
　417

　　22反

　517

　122

　294

　143

　232

　693

　115

　　69

琴207

　136

　146

　198

　232

　318

　408

　302

　294

2，034

　　42反

　782

　287

　514

　328

　320

1，152

　144

　　88

3，657

　176

　205

　249

　251

　364

　487

　362

　357

a451

％

注）　上野重義『動力耕転機の普及と水田酪農，水田疏菜経営の展開，この期における農

　　業生産力の展開とクリーク用水組織』（『有明海地域干拓計画経済調査報告書』第4

　輯，九州農政局，1963，P．99）
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第3．4表 下黒井部落乳牛導入状況

農家別
耕　作

ｽ　別

昭和

Q2年232425262728293031323334353637年
備　　　　考

『

一　　r　　一　　一　　一　　曙　　一　　一　　一　　一　　　　　一　　一　　一　　一

黶@　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　　一

　1

@2

@3

@4

@5

@6

@7

@8

@9

P0

P1

P2

P3

P4

P5

P6

ユ8a

W4

U8

U6

P58

P68

X2

X4

P45

P22

Q04

P27

P56

T0

Q04

P90

　一　一　　一　　薦　．　一

黶@●　　哺　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　騨　　椰　　一　　一　　鱒　　一

p　鞘　　一　　〇　　　＿　　　ロ　一　　一　　　　　一　　一　　一　　一　〇　　輯

Q　　＿　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　　髄　O　　齢　　．

経営主．昭和32年より
迹纉c建設に勤務

o営主．大工

ｧ子．職工となる

o営主．県共済に勤務

一　　一　　一　　一　ロ　　一　　o　一　一　　一　　，　一　一　，

一　　一　　一　　一　　一

一　　一　一　　一　　一　　一　一　一

注）1．上野重義　前掲書　P．79

　　2一一一一一一一育成のみを行なう期間を示す

　　　　　　　搾乳期間を示す

　　a点線及び実線の本数は頭数を示す

　　4A農場は甑11農家である
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第3．5表 千代田町農作物作付面積
単位：a

作物

年次

稲
麦
麦
麦
薯
類
菜
種
さ
物
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
ル
鈴
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
イ

　
　
　
｝
馬
．
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
ソ

　
小
大
ビ
・
　
　
　
　
料
ア

　
「
～
」
藷
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

水
麦
甘
豆
野
菜
い
飼
イ

ゲ
ン
ク
ブ

　
一
　
コ
パ

ン
ト
　
　
ン

　
ンレ
デ
エ
ヵ

昭和35年 40年 45年

1，539．2

298

　3．0

　3．9

4．7

14．7

21．5

　2．3

4a1
　3．8

10．4

　0．9

1，543．8

　47．2

　　56

　18．2

　　1。6

　　1．8

　　4．7

　16．6

　　2．1

16．6

1，5650

　35．8

　　24

　32．7

　　1．0

　　0．4

　　a3

　　1．2

　　1．2

　52．0

　40．0

　　9．0

　　9．0

1．0

注）　1．農林省統計情報部　前掲書

　　2．飼料作物はレンゲを除いた各作物の合計量である昭和35年は上記の他

　　　に，ライ麦α3ha，ダイズα8ha，その他α2ha，同45年はイタリ

　　　アンライグラスの項目は無く，牧草4αohaである。
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第2節　A農場の経営概況

L　家族構成

　　家族は7人で労働力は経営主夫婦と息子夫婦の計3．4人である。経営主の年令は59才であり，

　千代田町の町会議員をしており，町議会。生産組合．部落集会に出席しているが，朝夕の牛舎作業

　に従事している。

　　経営主の妻は3人の孫の世話をして，炊事．洗濯が日常の仕事だが，農繁期は農業に従事する。

しかし機械化が進んだのに伴って，農業従事は少なくなってきている。

　　第3．6表　　　家族．労働力構成

続　　柄 性　別 皿　令
農業従事

労働単位
備 考

経　営　主

　　面

長　　　男

長男の妻

　　孫

　　〃

　　〃

男
　
女
男
女
女
女
女

59才

7
　1
5
　
3
92

5
　
3
　
1
一

1．0

0．4

1．0

1．0

町　会　議員
酪農組合支部長

炊　事．子　守

注）　筆者による調査　　昭和49年2月1日

　長男は31才，農業専従で朝夕の牛舎の作業はもちろん，飼料作．水稲作の機械作業に従事して

いる。

長男の妻は3人の子供を抱えているが，朝夕の牛舎作業，圃場の作業に長男と同様に出ている。

自動車の免許も取っているので、牛乳出荷をしたり，圃場に資材を運んだりする。

2．家の歴史と土地

　昭和49年2月28日現在の水田面積は自作地2．3ha，畑は1aで野菜の栽培にあてている。

　　A農場は大正元年に本家より父の代に1．5haを分与されて分家している。

　第2次大戦前は小作地を含めて2haを耕作していた。戦争中小作地が増え，終戦の時点では約

　a2ha程度の耕作面積であった。農地改革によってほぼこれだけの水田が自作地になった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一66一



　特筆すべきことは戦後すぐ農地の交換分合を計画し，実施に移したことである。最初は昭和23

年に試みたが失敗したので，翌24年に農業委員会の農地対策委員に委任した。交換分合に関係し

た農家は13戸と多かったが，以上の努力によって水田を一集団に纒めることに成功した。しかし

この交渉を成功させるためには，当初所有面積の10％程度を犠性にしなければならなかった。こ

のように犠性を払ってまで藻団平を実現させたのは，第3．2図にみるようた，交換分合前は耕地

の分散が激しく，農道も無いような圃場もかなりあったので，作業能率が悪かったためである。集

団化された水田205haは自宅より約350餌離れている（第3．3図）。

　交換分合前の圃場数は30筆にものぼり，圃場1筆は小面積であった。文換分合後の圃場数は20

a以上6筆，15a2筆，8a1筆の9圃場になり，1圃場当り面積は大きくなった。この個人に

よる交換分合は当時としては先駆的なもので，その後見学老も相次いだ。

　酪農は昭和25年に乳牛1頭を導入したのが始まりで，同37年には経産牛が4頭になったので

ミルカーを購入した。

　門門機の導入は昭和24年であって，労働の生産性をあげ酪農を水稲部門に結合させようという

転換期であった。

　A農場の水田面積は昭和45年迄205haであったが，同46年に10a当り125万円で25

aを購入したので，23haになった。25aの水田は1圃場をなしており，　ao5haの水田よ

り100肌肥離れている。

3．牛舎および施設

　昭和40年に建設した牛舎は建坪38坪の2階を有する木造．瓦造り，単列8頭収容となってい

る（第3．4図）。

　牛舎構造の特徴は成牛8頭と子牛1～2頭を収容する牛舎のため，これらの牛舎を中心として，

かなりのスペースを取った作業のしゃすい構造になっていた。牛舎の片隅では簡単な炊事が行なえ

　2階は乾草．麦わら置場と乳牛の分娩．病気の時泊り込める部屋に分れている。サイロは牛舎の内

　と外にあり，厩肥舎も近くにある。

　　前述したように昭和36～37年はA農場の米麦作経営より水稲と酪農の複合経営への転換期だ

つた。これに対し昭和46年の25aの水田の購入，同47年4月の牛舎増築，同年12月の20

馬力トラクターの購入は経営規模の拡大期であったと言えよう。

　　昭和46年の経産牛は10頭に達し，以前の牛舎では収容が難しくなったため，同47年4月に

　40万円を投じて3坪の増築を行なった。新たに5頭分が増えたが，8頭分は対尻式で，流下式に

　よる糞尿溜に改め，5頭分は従来通りの厩肥舎に糞を捨て，尿のみを汲み取る方式とした（第3。

　4図）。
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　　2．筆者による調査　昭和44年1月16日，昭和49年2月1日
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第3．2図　　交換分合前後の耕地分散図

注）1．交換分合は昭和24年に行なわれた

　　2筆者による調査昭和44年1月16日
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牛舎の北側に17．5坪の稲わらを収納する小屋があって，年間の飼料用稲わらは充分である。

運動場は昭和44年1月調査の時点までは設けていなかったが，「稲作減反」の行なわれた同45

年に牛舎と隣接している2aの水田を電牧柵で囲んでこれにあてている。

第3節　飼料作付様式

L　昭和43年の飼料作付様式

　　昭和44年以前，つまり農民による副業的酪農段階の飼料作は第2章にて考察したように，水田

　地帯において冬作のみの水田利用であった。A農場においても佐賀平野全体がそうであったように

　昭和44年迄は水田の夏作は総て稲作で，飼料作は冬作のみであった。夏作の飼料作は畑と畦畔を利

　用する程度で，この期間の粗飼料は主に野草に依存していた。

　（1）作目構成

　　　A農場の水田面積は205aあって，夏作は水稲を205a作付している。冬作はイタリアン

　　ライグラスを83a，エソパクを50a，二条：オオムギを40a，コムギを24a，レンゲを8

　　a作付している（第3．5図）。コムギは実取用で，穀実は自家用の食用に供し，麦桿は屋根葺

　　用に供するが，コムギ作付の目的は後者により強く規定されている。

　　　以上のように作目は多いが，青刈給与のためのイタリアンライグラスが作付面積の首位を占め，

　　サイレージ用はエンバク・二条オオムギに限定されており，レンゲの作付はわずかに8aに減少

　　している。また夏作は本格的に作付されていないが，水稲作の前作として3aのゲントコーンが

　　作付されているだけである。後に考察するが，昭和48年の作目構成では，レンゲの作付は消滅

　　し，イタリアンライグラスと二条オオムギがほぼ同面積となり，夏作にデソトコーソ，ソルゴー

　　が若干作付されるというように変化する。

　（2）作付順序

　　　第3．5図に沿って，昭和42年より同44年の作付をみてみよう。二条オオムギーイネーイ

　　タリアンライグラス（A圃場）という作付とイタリアンライグラスーイネー二条オオムギ（G圃

　　場）という作付を同しとして扱えば，次のように整理される。つまり作付順序のタイプと面積は

　　はイタリアンライグスーイネーエンバクが65a，二条オオムギーイネーイタリアンライグラス

　　が55a，イタリアンライグラスーイネーコムギが47a，エンバクーイネーエンバクが30a，レン

　　ゲーイネーレンゲが8aとなる〇

　　　二条オオムギ．エンバク．コムギは同じムギ類であって，後述するように，栽培方法も同じで

　　ある。したがって作付様式の視点より分類すれば，ムギーイネーイタリアンライグラスーイネは

　　167aとなる。この作付順序は毎年の夏作としてイネカ㍉冬作としてムギとイタリアンライダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一71一



第3．5図 圃場別飼料作付順序
昭和42年10月～44年1月

場名 面積

aO4

51

02

8

03

03

51

32

42

3

昭和
42ﾊ月11124奮23456789、。111244覇

ト
E

⑨ネイ

　　

x
E

　
　
＠

』
E

』
B

　
コ

＠

　
　
　
＠
ヵ

＠

注）　1．（◎厩肥入れ　　△播種　　□　収穫　　■　サイロ詰　　②追肥

　　　　＠基肥　　　　⑧下土　　1　イタリアンライグラス　　E　エソパク

　　　　B二条オオムギ

　　2．筆者による調査昭和44年1月16日
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　ラスが1年交代で作付される。つまりこの作付順序は2年4作の輪作である。しかし半面レンゲ

　のように地力再生産にはよいカ～収量の低い作物もまだ残っている。

（3）イタリアンライグラスの作付様式

　　イタリアンライグラスの播種法の大部分は慣行法である水稲立毛中への手による撤播によって

　行なわれている。水稲の収穫前の落水は10月上旬に行なわれるが，この落水後2～3日で播種

　が行なわれる。この場合の播種量は10a当り8kgという厚播きである。このような厚播きは雑

草抑制と初期生育における回収を目的としている。播種期は前述したように10月上旬が多いカ～

G圃場は9月15日に，E圃場は11月10日に播種している。

　　G圃場の場合は前作の水稲が早生系の「日本晴」であったので，イタリアンライグラスの播種

　は9月15日に行なわれている。このイタリアンライグラスに対する基肥は9月中旬に化成肥料

　（14－20－16）を10a当り40恥施し，10月下旬に同化成肥料を20Kg，11月中旬

　に尿素を16Kg施している。このため生育は良好で，12月1日の1回目の刈取より5月上旬の

　4回目刈取までの計4回刈で収量は10a当り約8tに達している。刈取後は10a当り10Kg

　の尿素を追肥として施している。

　　一方E圃場は水稲の収穫後に厩肥を入れ，耕卜して播種．施肥しているために播種時期が遅れ

　ている。このため基肥は1月中旬に行ない，収穫は5月15日より5月20日に行ない，サイロ

　回している。この時期の収量は10a当り4tと高いカ～刈取回数が1回のために，結局収量と

　しては低い。

　　以上のE，G圃場に対して，　B．H圃場のイタリアンライグラスは西南暖地の水田で一般に行

　なっている10月上旬播種である。B圃場は12月中旬に基肥を，3月目追肥して，4月と5月

　上旬の2回刈で重唱5tの収量，　H圃場も同様に11月中旬と12月に施肥し，3月と5月の2

　回刈で計52tの収量をあげている。10a当り55tの収量は水田におけるイタリアンライダ

　ラスの平均収量水準とみてよい。施肥量は基肥として化成肥料を10a当り40Kg，追肥として

　20助，刈取るたびに尿素を10Kg程度施している。この施肥量は55tの収量に対しては少な

　い傾向にある。ムギーイネーイタリアソライグラスの作付順序における前年のムギの播種前に投

　入された厩肥の効果が考えられる。

　　イタリアンライグラスの作付様式は以上のように，播種は不早起播きで，播種．施肥ともに人

　力によって行なわれ，管理作業も必要とせず，刈取作業を必要とするだけである。刈取りはテイ

　ラーに草刈機（山本式）を取付けて行なろ。

（4）エンバク。二条オオムギの作付様式

　　エンバク．二条オオムギとも作付様式は全く同じである。コムギは飼料作ではないが，作付様
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式はエンバク．二条オオムギと同様である。イタリアンライグラスの作付様式と基本的に異なる

るのは厩肥投入，耕伝，培土という労働集約にして，且つ縄耕的性格である。

　水稲の刈跡に完熟厩肥を投入して圃場全面に拡げる。厩肥の投入量は10a当り，1．gtで，

テイラー．トレーラーによって屋外に堆積（1年間）したものを圃場に運ぶ。その後フォークを

使って厩肥をトレーラーに積込み，圃場に運んで，フォークで撤布するという重労働である。ト

レーラー1台に380Kgの量を積載するが，2人で1日の作業量は10台の運搬である。したが

って144aの圃場に1年間の厩肥を投入するには約7日間を要する。

　水稲の刈取は10月下旬より11月上旬にかけて行なわれ，其の後，結束・稲小積み小積みかえ，脱

穀という諸作業が続く。これらの諸作業の合間に厩肥入れが行なわれるので，厩肥入れは11月

12日位より11月20日位までとなり，この後にエンバク，二条オオムギ，コムギの播種が行

な：われる。

　播種作業は厩肥投入後の耕転．心立．施肥．播種．覆土という順序を経る。耕i転は耕転機によ

って10a当り1。5～2．時間，畦立はテイラ・一に作溝機をつけて1時間を要し，施肥．播種は人

力によって行なう。覆土は動力カル千ベ一曲ーによって畦間の土をかぎ揚げて播種溝に落とす方

法で行なう。

　以上の作業手順によって播種作業は完了するが，厩肥入れより耕転。畦立．施肥．播種．覆土

と10a当り15時間以上を要し，イタリアンライグラスの播種に対比すると非常に労働集約的

である。播種後の管理は1～2月に追肥と培土を行なうだけである。培土は動力カルテで覆土の

時と同様にして土入れを行なう。

　肥料は基肥に化成肥料（14－20－16）を10a当り40Kg，追肥に同肥料を20Kg，計

60Kg施すのみであり，施肥量としては多いとは言えない。

　以上の作付様式で11月20日以降，水稲の脱穀．籾摺．調整．稲わら収納の農繁期にムギ類

の播種作業が行なわれるため，播種が終わるのは12月10日頃になる。サイレージの材料とし

て作付されているため，刈取回数は1回で5月中旬より5月末の2週間にサイロ詰される。エン

バク．二条オオムギの収量に大差はなく，平均して10a当り5～6tである。

2．昭和48年の飼料作付様式

　　水田地帯で酪農を経営に取入れた農家，すなわち水稲作部門と乳牛飼養部門を有機的に結合した

複合経営における飼料作付様式を考察するのが第3章の目的であった。一般に少頭数飼養において

は，すでに．考察したように，飼料作は水田の冬作に限定されていた。

　　A農場においても，昭和43年の時点では，経産牛68頭，換算成牛頭数で72頭とかなりの頭

数規模にもかかわらず，飼料作はほとんど水田冬作に限定されていた。しかし昭和48年の乳牛飼
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養頭数は経産牛11頭，換算成牛12．4頭と増頭し，飼料作付面積も増加し，水田の夏作にも若干

の飼料作が行なわれるという変化が見られる。また昭和47年．より一部に糞尿処理を流下式によっ

て行なうようになった。したがってこの節では以上の変化による飼料作付様式の特徴と問題点を考

察する。

（1）作目構成と作付順序

　　昭和43年置おける水田面積は205aで総て自作地であった。その後昭和46年に205a

　の団地水田の近くに25aの水田を購入したので，昭和48年の自作地水田は230aになった。

　　まず夏作の作目構成よりみて，冬作に移ることにしよう。昭和43年の夏作は水稲の前作とし

　てデソトコーソが3a作付されただけであった。しかし昭和48年には8aのデソトコーソと14

　aのスイートソルゴーが作付されている（第3。7表）。ゲントコーンは4aの作付で2作の連

　作となっている。したがって昭和48年は18aの水田に「稲作転作奨励」の補助を受けて，飼

　料作が夏作として作付されている。

第3．7表 水　田　の　土　地　利　用

年次
昭和43年　　　　　　48年

作物名

夏 水　　　　　　　稲 2　0　5a　　　　　　　　　21　2　a

@　1）　　　　　　2）
デ　ソ　ト　コ　一　ソ 3　　　　　　　　　　　8

作
スイートソルゴー 一　　　　　　　　　　14

計 208　　　　　　　　234

イタリアンライグラス 68　　　　　　　　　116

冬 二条オオムギ 40　　　　　　　　　　75

エ　　　ソ　　　ノく　　　ク 65　　　　　　　　　　　一

コ　　　　ム　　　　ギ 24　　　　　　　　　　25

作 レ　　　　　ソ　　　　ゲ 8　　　　　　　　　　　一

カ　　　　　　　　　ブ 一　　　　　　　　　　　14

計 205　　　　　　　　　230

合　　　　　　　計 413　　　　　　　　　464

飼料作延　面　積 184　　　　　　　　227

6
1
2
3

）注 筆者による調査　昭和49年2月1日

1）ゲントコーン3aは6月末までに青刈する

2）デソトコーソ4aの2作

一75一

後作は水稲作



　　昭和48年置冬作はイタリアンライグラスが116a，二条オオムギが75a，コムギが25

　a，カブが14a作付されており，同48年に対比してイタリアンライグラスの作付率が高まり，

　ムギ類はサイレージ用として二条オオムギのみにしぼられた点が相違点となっている。すなわち

　イタリアンライグラスの冬作飼料作に占める割合は昭和43年は3a2％であるが，同48年に

　は5α4％に高まっている。また収量の低いレンゲの作付は行なわれなくなり，労働集約的で収

　量の高いカブが作付されるようになった点も注目される。

　　以上を要約すれぽ，昭和48年の飼料作目構成は同43年目比較し，多収性のカブの導入，多

　義血の可能なイタリアンライグラスの作付割合の増加，サイレージ用としての水分調整の容易な

　二条オオムギの増加という点で多収量を目指す方向に移ったと言えよう。

　　作付順序はイタリアンライグラスーイネー二条オオムギというのが最も多く75aである。イ

　タリアンライグラスーイネーコムギという作付も作付様式よりすれば，前者と同様であるので，

　同じ作付順序として扱う。

　　イタリアンライグラスの作付面積116a，二条オオムギとコムギの作付面積は100aたの

　で，ムギ類の作付は圃場別にみて2年目1作以下になる。しかしA農場はムギ類の作付に際して

　厩肥を投入することにしており，2年号1度はムギ類が作付されるように計画的に輪換を行なつ

　ていることよりしても，イタリアソライグラスーイネームギーイネという2年4作の輪作と把

　えることにする。この2年4作の輪作という作付順序は昭和43年においてもすでに明確に打出

　されていたが，同48年にはさらにはっきりしてきている。

　　次に夏作に飼料作を作付している場合の作付順序をみてみよう。G圃場は昭和45年より飼料

　作圃場に転換されているが，この年の夏作より，ソルゴーーイタリアンライグラスーソルゴー一

　イタリアンライグラスーソルゴーカブーソルゴーーカブと作付して，同49年の夏作はイネに戻

　し，冬作は二条オオムギへと4年間の転換の後水稲作に移るといら輪作を行なっている。またD

　圃場のうち4aは昭和48年忌夏作より，デントコーンーデソトコーソーイタリアンライグラス

　ーイネの作付順序となっている。そして昭和49年の夏作はC圃場にソルゴーが，冬作にはカブ

　が作付されるに至る。このようにG圃場は4年，D圃場は1年の飼料圃転換で再び水稲に戻され

　るのは，流下式による糞尿処理法と密接な関係にあるが，内容については地力再生産の節にてふ

　れる。

（2）飼料作付様式

　①飼料作付様式と農機具

　　　A農場の昭和43年の飼料作付様式はイタリアンライグラスにおいてみられる，水稲立毛中

　　への撤播という人力を主とし，草刈機によって収穫するという労働粗放な様式と，エンバク。

　　二条オオムギにおける，厩肥投入一耕転一読立一施肥．播種一覆土一言土という小型農機具に
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よる比較的に労働集約な様式とが，イタリアンライグラスーイネームギーイネの2年の輪作を

軸に結合するものであった。したがって飼料作に利用される農機具は耕伝機．テイラー．トレ

ーラー．作溝機．動力カル手．草刈機に限定されていた（第3．8表）。しかし昭和46年に

25aの水田を購入し，また田植機の購入により田植時期が早まったので，昭和47年にトラ

クター（20馬力）を導入した。

第3。8表 昭和43．48年忌農機具の変化

昭和4　3年 昭和4 8年

農　機具 規　　　　　格 価　格 農　機具 規　　　　　格 価　格

耕　転　機 富士，95PS 150万周 トラクター シベウ湾20PS 86．0万円

テ　一　ラ　一 サトー，6PS 15．0 ト　ラ　ツ　ク ミニキャブ；中古 2α0

トレーラー ダンプ式 4．9 作　溝　機 シバウラ

カ　ッ　タ　一 北　農 2．6 動力カル手 大橋式 7．7

草　刈　機 サトー 1．1 鎮　圧　機 千代田町，鉄工所 0．5

ト　ラ　ツ　ク 三菱，ライレくソ 35．3 草　刈　機 シベウ易遊星号，中古 3．0

作　溝　機 シバウラ 草　刈　機 山本式 40

動力カル千 大橋式 カ　ツ　タ 山本式 6．9

人力播種機 千代田町，鉄工所 田　植　機 クボタ．2条 19．0

人力施肥機 ” バインダー クボタ．3条 39．0

鎮　圧　機 〃 人力播種機 千代田町，鉄工所 0．3

人力施肥機 〃 0．3

カッターポンプ キタザワ 18．6

注）　筆者による調査　昭和49年2月1日

　このトラクターの導入は小型機械猛営より小。中型機械経営への移行を示す。とはいえ中型

農機具はいまだトラクターに限られており，同機もサイロ詰より水稲の田植えまでの短期間に

230aの水田の耕転，代掻きを行なうために購入されたものである。

　イタリアンライグラスの作付様式も基本的に昭和43年とかわらず，二条オオムギの作付様

式も同じく労働多投的性格である。昭和43年と同48年に共通して，作溝機。動力カルテ．

人力施肥機．人力播種機．鎮圧機という小型農機具を使用している。

　カッターポンプの導入は糞尿処理における流下式との関係によるが，後述するように飼料作
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　付様式を制約している。

②イタリアンライグラスの作付様式

　　イタリアンライグラスの作付様式は基本的に昭和43年と同じである。田植機による田植は

　6月10日から6月15日に行なわれるため，耕萩は6月1日より始まる。このため5月中に

　
～
耕
6

5
●
61

●

　イ　ネーイ

水入れ，代かき

　6．6～6．9

　　1回目刈取施肥

タリアソライグラス

　田　　植一イタリアンライグラス
　　田植機　　　　播　　種

　　6．10～6。15　10．上旬，落水期

施　　　　肥

11．中旬

　30～40Kg／10a

追　　　　肥一

稲

　10020～11●5

6●．1～605

　　　　　　　イネー二条オオムギ

水稲収穫一石灰撤布一厩肥入れ一耕継．　畦立
11．11～12．10　　12．下旬

バインダー

土　入　れ

1．下旬

動力カルテ

追　　肥一覆土．鎮圧一基肥．播種
1．中旬 動力カルテ。　　12．下旬

ローラー　　　　人力施肥機

12．下旬　　　人力播種機

サイロ詰

5．上～中旬

　　第3。6図　冬作作付様式

注）　筆者による調査　昭和49年2月1日

収穫を終了しなけれぽならない点が異なる（第3．6図）。播種は水稲立毛中への撤播だが，

時期は10月上旬の落水後で同じである。しかし基肥を11月中旬に化成肥料（14－18一

　　　　　　　　　　　　　　　　一78一



　14）で10a当り30～40Kg施しており，昭和43年に比較し，施肥時期が早まり，根の

　活動している時期に施肥量も多くなっている点は注目しなければならない。また12月中旬に

　も10a当り同肥料を30陶施しており，以後刈取る度に10Kgの施肥をしており，多肥化の

　傾向を示している。

　　以上のような多感化によって，気温に恵まれると年内刈が可能で，このような年は4回刈と

　なる。生育が悪い年でも2月には刈れるので，3回心は可能である。昭和43年の刈取回数よ

　りも同48年の刈取回数は明らかに増加している。またイタリアンライグラスの品種も，昭和

　43年はコンモンであったが，同48年はマンモス，タマという4倍体の多収性の品種に徐々

　に切りかえつつある。

③二条オオムギの作付様式

　　昭和43年はエンバクが多く，二条オオムギは少なかったが，同48年はエソパクの作付を

　止めて，サイレージの材料はすべて二条オオムギになっている。これは二条オオムギが予乾に

　おける水分調整の点でエソパクに優っているためである。

　　二条オオムギ，コムギの作付様式は同じである。バインダーによる稲刈は11月5日に終わ

　る。11月10日より良く乾燥するように稲小積の小積みかえを行なう。この作業には4人で4

　日を要する。この後脱穀作業となり，12月10日頃迄かかる。二条オオムギの播種はこの後

　に行なわれる。播種作業は石灰撒布より始まる。撒布はスコップで行なろが，10a当り120

　助の割合で施し，3人で2日を要する。石灰撤布の後に厩肥場で完熟した1年分の厩肥をテイ

　ラーでユhaの圃場に運んで撒布する。厩肥を積んだトレーラーを低速で独走させて，3人で

　フォークを使って厩肥を拡げながら撒布する。この作業には3人で6～7日を要する。厩肥の

　量は成牛1頭で年間11tとすれば，5頭分で55tとなる。しかしこの数字は新鮮厩肥の場

　合であり，完熟すれば重量．容積ともに減る。

　　　注）　斉藤道雄『本邦厩肥の研究』明文堂，昭和9年刊によれぽ，ドイツで行なわれ

　　　　　た試験を次のように紹介している。最初1，000恥の固形物を有する新鮮厩肥（

　　　　　3月11日時点）が5月18日に775Kg，6月18日に704恥，7月18日

　　　　　に455助になった。フエルカ一室（vδ1ker）の実験においても約半年の間

　　　　　に厩肥は固形物の半分が分解損失したという。また我国の畜産試験場の試験によ

　　　　　れば完熟厩肥は新鮮厩肥の容積で40％，重量で約88％になったという資料を

　　　　　示している　（同書134～137頁）。

　　したがって10a当りの完熟厩肥投入量は3。5～4．5t程度であろう。

　　この厩肥投入の後にトラクターによって耕伝が13伽程度の耕深で行なわれる。トラクター

　にロータリーテイラと作話機を取付けるので，直伝と点出は同時に行な：われる。山霊機は1条
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　で20伽輻の溝を掘り，その掘った土を両側にかき揚げて畦を作る。したがって溝の中心から

　次の溝の中心まで，つまり畦幅は1．2魏となる。

　　鎮圧機はテイラーの車輪を取除いて，代りに鉄製の車輪を取付けて作業者が溝を進んで，両

　鉄板車輪を両畦に載せて，テイラーの重量で鎮圧を行なうという簡単なものである。鎮圧が済

　んだら人力播種機によって二条オオムギの種子を落と曳種子量は10a当り1斗である。

　　肥料は人力施肥機により化成肥料（14－18－14）を10a当り30Kg施す。

　　覆土は動力カル千によって行なう。

　　播種後2～3日経ってクロールIPCを除草のため撒布する。追肥は1月中旬に化成肥料を

　10a当り30Kg施して，その後1月下旬に動力カル千を用いて土入れを行なう。この作業は

　1日に50a程度行なえるので，1人で2日あれぽ終了する。二条オオムギは播種には多くの

　労力を要するが，管理作業は割合に簡単に行なわれている。以上で栽培作業は終わり，収穫は5

　月上旬になる。

　　稲刈機（シバウラ製）がムギ類の刈取専用として使用されている。朝から刈取って，午後手

　によってトレーラーに積込んでサイロに運び，カッターにかけ細断してサイロ詰する。また午

　後刈取って翌日朝からサイロ詰することもある。いずれの方法も水分調整をするためである。

④　ソルゴーの作付様式

　　昭和48年のスイートソルゴーは前作のカブの収穫後の圃場（G圃場）に作付している。5

　月中旬に流下式による糞尿をカッターポンプとレインガンでカブ収穫後の空地に10a当り7

　～gt撒布する。撒布した糞尿が乾いた頃，トラクターによる耕糧を行ない，10a当り6Kg

　の種子を5月中旬に撒播法によって播種している。また播種と同時に基肥として，化成肥料を

　10a当り40Kg施している。

　　覆土はロータリー耕を浅くかける方法によって行なっている。この後で幅80伽のローラー

　を有する鎮圧機をテイラーに取付けて鎮圧を行なっている。この一連の作業によって播種が終

　わると，地表水を流すために排水溝を数本切る。

　　播種後の管理は通常，追肥のみであるが，このソルゴーの場合は和睦前に大量の糞尿を入れ

　ているので，追肥を行なっていない。このような栽培によって1回目の刈取は7月中旬より8

　月申旬まで青刈給与によって行ない，その収量は10a当り7．7tという高いものであった。

　　そこで1回目の刈取後の管理作業と2回目の収量をみてみよう。7月中旬に刈取が始まり，

　刈取面積が5a程になれぽ，順次刈跡に流下式による糞尿をカッターポンプを利用して撒布し

　ている。この場合の撤軍法はスプリンクラーを用いるか，ホースで直接撒布している。

　　この結果2回目の刈取は8月下旬より9月10日まで青刈給与されており，その収量は10

　a当り43tである。したがって1回刈と2回刈の収量の合計は12tとなり，高い収量であ
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　る。このように高い収量は糞尿の投入量が多く，適期播種を行ない，地表水の排水をはかって

　いることによっている。また厚播きにより雑草を抑えているなどのため初期生育が良好で梅雨

　時に根腐れを起さなかったということによっていると思われる。

⑤カブの作付様式

　　昭和47年のカブは9月15日に前作ソルゴーの刈跡地を耕伝し，作溝機によって幅1．2海

　の畦立を行ない，畦の両側に形成された2条の作条に化成肥料を10a当り30Kg施し，カブ

　の種子を点播する。覆土は動力カル千で溝の土を畦の両端にかき揚げるようにして行なってい

　る。

　　さて以上の様式で播種を行なった後に，流下式による糞尿を10a当り約7tの割合で畦間

　に流し込む。尿は土地に吸い込まれ，糞が乾燥するまで放置し，良く乾いた頃，スコップで構

　の糞をすくいあげてカブの条間に置く。この作業に要する作業時間は14aに対し，約20時

　間である。

　　カブの生育にとって間引きは重要な作業で，収量を大きく左右するが，子葉の展開する初期

　と生育が進み株間がせまくなる時期の2回行なう。1回目は10月の初めより稲刈前までかか

　つて完了し，2回目は11月の農繁期に行なっているので，完全に行なわれていない。

　　播種後の糞尿量の投入が多かったので，追肥は行なっていない。昭和49年2月28日の農

　業改良普及所の坪刈調査によれぽ，10a当り約10tと高く，給与は12月より翌年の3月

　まで行なっている。したがって給与期間が120日で総収量：が14t程なので，1頭1日当り

　10Kgの給与である。カブの収穫は手によるが，作付圃場が牛舎と接続しているので，運搬は

　簡単に行なえる。

第4節　粗飼料の収穫・貯蔵と飼料構造

1．粗飼料の収穫と貯蔵

　　A農場の粗飼料は主に水田の冬作に依存している。昭和43年の水田の夏作による飼料作は総収

量104tの1．1％にすぎず，畑．畦畔による飼料も23％であり，水田の冬作による粗飼料の割

合は965％であった（第3。9表）。

　　昭和47年より同49年迄の3年間の粗飼料の平均収量は13獄gtであり，水田夏作による粗

飼料収量の全体に占める割合は13．7％と増大している。しかし水田冬作による収量割合は82．5

％で汰部分を占めている。このため二条オオムギを主にしたサイレージ製造を行ない，飼料供給の

周年バランスをはかっている。現状においては，生草重量にて60tをサイロ詰に供し，80tは

　青刈給与している。
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第3．9表 土地利用別飼料収量割合

粗　　飼　　料　　収　　量 同　　左　　割　　合　　　目
y地利用　　年次

　　　　昭和47～49年昭和43年

@　　　平　　　　　　均

　　　　昭和47～49年昭和43年

@　　　平　　　　　　均

水　田　夏作

?c冬作
ｨ　．畦畔

@　計

　1．2t　　　　　　　19．2t

P　0　0．1　　　　　　　　　　　　　1　1　5，4

@24　　　　　　　　　　　53

P　0　3．7　　　　　　　　　　　　1　3　9．9

1．1％　　　　13．7％

X6．5　　　　　　　82．5

Q．3　　　　　　　　a8

X9．9　　　　　　100．0

注）　筆者による調査　昭和44年1月　昭和50年3月

（1）二条オオムギ，イタリアンライグラスの収穫とサイロ詰

　　二条オオムギのサイロ詰は穀実が糊熟期に入った頃に行なう。年によってこの時期は異なるが

　ほぼ5月中旬より下旬に当る。2日位晴天が続くのを見込んで，稲刈機（芝浦製）により刈倒す。

　刈取は10a当りにし5時間を要す。サイロ詰作業の様式は昭和43年と同48年では全く同じ

　であるので，昭和43年の資料によってサイロ詰作業を考察しよう（第3．7図）。

　　サイロ詰作業は，刈取り一点乾一運搬。サイロへの切込み一踏込み一被覆．重石の行程を経て

第3・7図 サ　イ　ロ　詰　作　業　，　昭和43年5月

作業順序 作　業　名 農　機具　　作業者　　作業量　作業場所所要時間　備　　　考

刈　　　取

予　　　乾

1
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
5

運　　　搬

歩行型稲刈機　経営主の　30a　水　　田　4．5時間　サイロ詰の前日

u遊星号」　　息子｝1人　15t　　　　　　　　　　朝から刈る。

@　　　一　　　　一　　30a　水　　田　半日M日成熟の程度に
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よる0　　　　　　　　　　　　15t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝刈って午後

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詰める
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前日刈って詰
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　める。

eーラー。トレー　2人，経　15t　水田→　　8時間
@　　　　　　営主の息　最遠　　　サイロラーフオ’一ク　　　　　　　子．其の　150励

@　　　　　　妻または　　　　　　　一　　　　　　　雇用者

Jッター　　　3人，経　15t　サイロ　　8時間　　　　　　　　　　一

サイロへ切込み

踏込　み
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6 重　　　石
3～4人　　1～1．5t　サイロ　　30分

@　　　の重石

注）　1．筆者による調査昭和44年1月16日

　　　2．以上の作業は4日間行なわれた　生草で60tをサイロ詰

　　　3．雇用者は5人延20人

　完了する。刈取は前B行なって予乾する。サイロ詰における組作業は運搬以降の行程において行

　なわれる。予乾によって水分含量を70％程度に落としてサイロ詰するため，短時間で詰めねぽ

　ならず，このため組作業を必要とする。とりわけA農場のように小型農機具と手労働による場合

　は多くの人数を要し，8人で行なっている。

　　サイロ詰作業は大きく運搬，切込み，踏込みに分れる。運搬はトレーラーで行なわれるが，詰

　込材料の積込みは人力によって行ない，降ろすのはダンプ式トレーラーによって行なう。積込み

　とカッターによる切込みはともに重労働である。

　　以上の作業によって15t（30a分）の二条：オオムギをサイロ詰するのに要した時間は64

　時間である。したがって60tの二条オオムギ．イタリアンライグラスをサイロ詰するには大体

　250時間を要する。一方昭和43年の厩肥投入．耕転。畦立．施肥．播種。覆土．鎮圧．追肥

　　培土などの飼料作に要した作業時間は約230時間である。しかも他の青刈粗飼料の収穫時間

　を加えると，収穫作業の割合が高く，絶対時間も大きいことがわかる。

②　イタリアンライグラスの収穫と給与

　　昭和39年までの経産牛3～4頭飼養より同41年の経産牛6頭に移る時に草刈機（山本式）

　が購入されて今日にいたっている。しかし昭和48年1月より2種の草刈機を所有し，12月よ

　り3月にかけて草丈の低いイタリアンライグラスの収穫には草刈機（山本式）を，4月より5月

　の草丈が高い時期は稲刈機（シバウラ製）を用いている。

　　刈取つたイタリアンライグラスはフォークでトレーラーに積み牛舎に運び給与する。この給与

　法も飼料を無駄にしないために種々の方法を採っている。12月より3月にかけて，イタリアン

　ライグラスの生育がゆるやかな時期は，刈倒した飼料を松葉箒で集め，リヤカーで牛舎に運び，

　稲わらと切り混ぜてから給与する。したがって1日1頭当り8Kg，13頭当り100Kg余のイタ

　リアンライグラスを刈取って集める作業時間は，それぞれ30分ずつかかる。しかしこのような

　収穫方法によるため，機械利用によるイタリアンライグラスの再生障害はなく，圃場を傷めるこ

　ともない。また昭和47年以降は刈取つた跡地に流下式による糞尿を10a当り2～2．5　t程度

　撤布するので生育は良い。
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（3）ソルゴー．ゲントコーン．カブの収穫と給与

　　ソルゴー。ゲントコーンは鎌で刈り取っていたが，昭和48年より稲刈機によって収穫し，牛

　舎に運び，カッターにて細断して給与している。牛舎に隣接した圃場の場合はリヤカーで運搬す

　るし，量が多く100〃沌距離があればトレーラーで運搬する。

　　カブは手で抜き取って泥を落として給与する。1頭当りの給与量が10Kgと少ないので，収穫

　に要する時間は僅かである。

2　飼料構造

　昭和43年の粗飼料の9α5％は水田冬作によっており，且つこの水田冬作による粗飼料の過半

はサイレージの材料となっているd

　　この年の換算成牛頭数は乞2頭と少なかったので，サイレージの給与量は6月10日より3月上

旬までの9か月間で，1頭1日当り15Kg（二二換算27Kg）である。これに対し昭和47年より

同49年までは経産牛が11～13頭に達したので，サイレージの給与期間も8か月間で1頭1日

当り給与量は10Kgと減少している（第3．8図）。

　昭和43年以降の乳牛頭数の増加に伴って，飼料作付面積も184aより同48年には227a

へと2a4％の増加となっている（第3。7表）。

　　また水田夏作18aにはソルゴーを，その後作にはカブを集約的に栽培しているので，昭和43

年の103．7tより139．9tへと35％の収量増になっている。しかし頭数増の方が大きかった

　第3．8図　　　粗飼料種類別月別乳牛1頭当り給与量　　　　　昭和47～49年平均

項目　　　　月 1月2月3月4月5月6月　7月8月9月　10月　11月12月 計

28kg　　8kg　20kg　　50kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8kg

z10kg（下草18kg）　　　　　　　　　10kg（生草18地換算）

@　　　　　　　　　　　　囮囮
@　　　　　　　　　　　25～30kg　20kg

水
　
田
　
粗
飼
料
　
　
　
畑
・
畦
畔

　イタリアンライダ

@ラ　　　　　　ス

@ニ条オオムギ
@サイ　レージ

@ソ　ル　　ゴ　一

@カ　　　　　ブ

@ゲントコーン
ﾞ〔ントコ一二　稲　わ　　ら　ビール粕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10kg10kg　　　　　　　　　　囮　　　　　　　　　　8kg

@　　　　　　　　　囮
@　　　　　　　　　　8kg
@　　羅，

3，ggoKg

Q，400
i生草4320）

P，345

P，000

@200

@280

@150

@872
Q，190

2．5k　　　　　　　　　　　4k　　　2．5k　　　　　4k　　　　　　　2．59

／

6kg（時期別変動あり）

注）　筆者による調査　昭和50年3月
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ので，年間1頭当り粗飼料の量は14．4tより11．3tへと大きく減少している。年間平均1頭1

日の粗飼料量は約30Kgと少ない。しかも季節的に内容をみれぽ，6月はゲントコーンのみで16

Kg，9月中旬より11月中旬まではサイレージのみ10Kgと粗飼料給与量は極端に．不足する（第3

．8図）。そのため稲わらとビール粕が補助飼料として重要になる。

　稲わらは212aの水稲作付地からバインダーによって収穫し，稲小積を作り，乾燥すればわら

小屋に収納する。

　昭和43年の稲わらは自由採食となっていた。昭和47年以降は流下式による糞尿処理を行なう

ようになり，敷料としての稲わら使用は減ったので，ほぼ自由採食に近い給与である。ビール粕は

ほぼ年中給与しており，1頭1日当り6Kg程度である。

第5節　地力再生産と水稲生産をめぐる諸問題

L　厩肥還元の方法と地力再生産

　いわゆる水田酪農における水田冬作による飼料作はイタリアンライグラスによってほぼ占められ

るようになつ幅同飼料作物の作付様式は水稲立毛中への撤播によって特徴づけられる。したがっ

て厩肥の還元は水稲の田植前に限定される。少頭数飼養の場合は同方法によっても問題は少なかっ

たが，多頭化段階になり，厩肥量が増加すると，厩肥の土地への還元は経営面積により先ず制限さ

れ，次いで農繁期の労働競合によって制限される。

　A農場はこの厩肥の土地還元問題をサイレージ材料の二条オオムギを作付することによって解決

　した。つまり前述したように．稲刈跡地に1年堆積した厩肥を拡げて，耕転し，畦立してムギを播

　く，昭和43年の厩肥の投入量は成牛7頭分を110aに投入したので，10a当りには7t程度

である。前述したように厩肥は2年に1度投入するので，1年当りには3．5t位（完熟状態では3

　t以下）である。

　二条オオムギの作付様式は石灰または苦土石灰の10a当り120Kgの撤布。厩肥撤布。耕伝。

畦立。施肥。播種．覆土。鎮圧．追肥。培土（土入れ）がなされる。これらの諸作業のうち冬期間

に行なわれる耕転。畦立．培土は土壌の乾燥化に役立っている。栽培管理の省力的なイタリアンラ

イグラスと集約的な二条オオムギが2年4作の輪作を介して結合することは労働の競合を緩和する

だけでなく，上記のように地力維持に積極的な役割を果している。しかし厩肥処理をめぐって若干

の問題を残している。すなわち夏作に水稲を作付するために，厩肥の投入は年に1度になっている。

　このため完熟はするが，肥料養分の損失が考えられる。とりわけ屋外に野積みされているため雨水

　による流失を考えねばならない。

　　この点で福岡県筑後平野におけるムギ作への厩肥投入の方法は参考になる。八女市西田における

一85一



ムギ作は耕転．畦立。施肥。播種を行ない，i播種後，すなわち11月末より1月末にかけて，牛舎

より生厩肥を毎日ムギ作付の圃場に運び，ムギの作条の間に投入する。この場合のムギは実取りコ

ムギである。同地方はコムギの播種の時は化学肥料を施さず，肥料は生厩肥のみで，追肥も行なっ

ていない。家畜を飼養しない農家は畦立の時に畦の中心に稲わらを並べて作鈍する。生厩肥を直接

投入して土入れするので，肥料分の損失は無い。しかし生厩肥の施用はC－N率の問題，すなわち

窒素飢餓を生ずる。しかもこのような方法では厩肥処理が限定されるという基本問題を残す。

　したがってA農場における厩肥還元の残された問題は，夏作に水稲を連作するかぎり，水田酪農

に必然的に付いて廻る。

　A農場の厩肥は糞と敷わらとが良く混ざっており，腐熟も進んでいる。基肥には化成肥料（14

－18－14）を10a当り30Kg，追肥にはNK化成肥料を30Kg施し，播種前に土壌改良の目

的で石灰を入れている。

　A農場のムギ作付のための二三の深さは13～15㎝である。耕深を15㎝以内に制限する理由

は作土より下の肥沃でない土の混入を避けるたあである。したがって作土層は15傭までに限られ

この層には厩肥も化学肥料も施されるカ～作土層以下にはイタリアンライグラスの根が降りること

による若干の耕転効果と有機質の供給が行なわれる程度である。この点において，加用氏が日本農

業の性格は浅耕多肥だと規定するところのそれカ～A農場にもあてはまるのではなかろうか。

　しかしまた耕深の問題は作土内排水と密接に関係している。一般に当地域の排水条件は良いとは

いえ，丁丁な植壌土のため，降雨量が多ければ，耕萩を行なう機会が制限され，そのため二条オオ

ムギ播種の適期を逃し，2～3月にイタリアンライグラスを播種することもある。

　つぎに昭和47年より行なわれている流下式糞尿処理の下における厩肥還元の問題を見てみよう。

流下式による糞尿処理のロストルを取付けた牛床は8頭分で，他の5頭分の牛床は従来よりの糞尿

分離式の糞尿溝のままである。5頭の糞尿分離による厩肥は前述したように1年間野外に堆積し，

二条オオムギ，コムギの作付に利用している。一方流下式による糞尿はロストルを通して牛舎内の

糞尿槽に貯蔵されるが，およそ12日で一杯になる。したがって12日おきに飼料作圃場にカッタ

ーポンプ．レインガン．ホース。スプリンクラーによって撤布，流入する。この貯蔵糞尿槽の容積

は34翅3あるので，1年間分はおよそ100～110㎡となる。11月より5月まではイタリアン

ライグラスにホースにより撒布する。この撒布される糞尿は10a当りに約5t余となる。5t余

の撒布は3～4回に分けて刈取後に行なわれる。二条ナオムギには倒伏を恐れて撒布を行なってい

ない。これに対し6月置り10月の夏作の主要作物は水稲であって，現在の栽培技術下では糞尿投

入を行なっていないため，飼料作転換畑に集中的に投入されている。この間の糞尿の量は約44t

であり，18aの転換畑にすべて投入するので，10a当り24tにも達する。スイートソルゴー

の播種前に糞尿を流し込み，円転．施肥（10a当り40Kg）．播種（10a当り9Kg）。覆土．
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鎮圧．排水溝付けの各作業を行ない，追肥として糞尿を流し込むという多肥栽培が採られている。

同様に9月播種のカブも糞尿による多肥栽培が前述した方法で行なわれている。このため転換畑を

固定すれぽ，厩肥の過剰投入の問題を惹き起こすというので，3～4年の飼料作の後に水稲作に戻

すことにしている。

2　水稲生産をめぐる諸問題

　水稲作付をめぐる技術変化は激しく，A農場でも昭和44年にバインダー（3条刈）を，同46

年に田植機（2条植）を導入している。この結果水稲栽培の労働日数は10a当り64日，212

　aに対し1352日と大きく以前より減少している（第3．10表）。また労働日数が減少しただ

けでなく，耕…転。田植。除草。防除。稲刈．脱穀調製と機械化。化学化が進んで作業は楽になり，

第3．10表 水稲栽培労働日数 昭和48年 単位：日

212a　　　　10a
作　業　名 備　　　　　　　　　　考　　　　　　　　　　　　当　　り　　　当　り

苗　　作　　り
泥取3日　下種3日　灌水1．5日　泥入3日　　　　　　　　　　　　　　　12．5　　　　0．58

拡げ1日　苗代1日

115a
耕　　　　糧 イタリアン跡く　　　　　　　　　　110a　　　　a2　　　0．15

17．3時間，麦類跡く
＆2時間

代　　か　　き 10a当り15分　　　　　　　　　　　　　　　　1・o　　　α05

田　　　　　植 7．0　　　　0．33

除　　　　　草 1。0　　　　0．05

施　　　　　肥 1．5日X4回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eO　　　　　α28

防　　　　　除 7．15，　7．20，　7．25，　8，5，　8．20，　8，25，　9．10　　　　　　　　　　1　0，5　　　　　　　0．5　0

灌　　　　水 3日：おき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．0　　　　0．47

稲　　　　　刈 3．5人×11日　　　　　　　　　　　　　　　　3＆0　　　1．79

小積の積替 11．0　　　　0．52

脱　穀　調　整 3．5人×10日　　　　　　　　　　　　　　　　350　　　1．65

計 135．2　　　　6．37

注）　筆者による調査　昭和49年10月

作業能率も高くなっている。

　以上の結果飼料作面積の拡大が可能となった。しかし田植機の導入は田植時期を手植えの時の6
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月20日より6月10日へと早めることになり，イタリアンライグラスの在圃期間を短縮することに

なつ心また密植栽培による多収化技術が定着しつつあって，品種もシラヌイ．レイホウ．ツクシ

パレが多く，最近では早生系が減っており，イタリアンライグラスの年内刈取も難しくなっている。

これらの作期の移動に対してはゲントコーンやソルゴーを転換畑に作付することによって対応しよ

うとしている。しかし飼料作への転換畑の面積はいまだ18aに過ぎない。水稲反収が11～12

俵と高い当地域の条件下における水田夏作への飼料作は，乳牛の健康を維持する最低限に制限され

る傾向にある。この点を昭和43年までの乳牛の繁殖．更新を通してみれぽ，かなりの更新である

　第3．9図　　乳牛　の繁殖　．　更新　　　　　昭和40～43年

　　　　　年次
ｼ称

昭和43年前　　　42年忌　　　41年　　　　40年～

2　。5万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タρ・ノ　　　39．ユ，　　㌔ヲL！

@　　　　　　　　　　　　　3　　23死産2難2畑　、棚，加　1伽

@　3耀賀擢Φ福岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　14万円

嚶ｲ賀4万円　　　194万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　399万円
血
雑
血
血
高
血
血

1産後　　　　　　　　　　　　　　　8

@　　　　　　　　　15朋

オ　ラ　ン　ダ

轣@　ヨ　　ダ
R9．1。2生

ﾖ　ン　ド　リ　ク

S0．11。16生

R　　　ロ　　　ニ　　　一

R8。9．18生

E　オーカ　一
R7．11．18生

x　　ツ　　シ　　一

R4．7．4生

J　ラ　ミ　テイ

R7．9。15生

　　　　羅　評　諜㊥　獅4く　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　z　　　　　　　　　　　　　　　　　　142万円♀　　・締　　α鈴　　、。238ユ2瀞1課△＿ク　　　ム6　　　龍　　肇　32／5，5万円　　　　　　　　　　　　　　　0．6万円　　　　　　　　　　　　　　　　40。12　3獄12125万円

　　　　　　3　　　　　　　　2　　　　／
梶@　　　　　α5△δ　　　　　　　25△一二

注）L㊥蹴？鎌喘δ牡・△売却

　　　　　2．筆者による調査昭和44年1月16日

（第3。9図）。またほとんどの乳牛が購入によるもので，自家育成を行なっていない。この傾向

はその後も同様であるが，繁殖障害が数頭出現し，分娩間隔がやや長くなっている（第3．11表）。

　田植前の耕転をトラクターで行なうようになったのは土地面積の増大とイタリアンライグラスの

作付面積の増大による。すなわち田植前の耕転時間が大きくなったので，耕転能率を上げる必要に

せまられた。

　耕深は前述した理由により13磁位であるが，乳牛頭数の増加による厩肥量の増大と流下式によ

る生糞尿投入によって，水稲栽培は綿密な管理を必要とするようになっている。すなわちイタリア

ンライグラス刈跡地の一時的窒素飢餓状態，イモチ病が出やすくなっている。このため施肥技術の
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第3．11表 乳牛の繁殖．更新 昭和50年3月18日現在

牛
号
乳
番

1
2
3
4

1
1
1
凸
ー
ム

　　　　　　　　　　　導入
生年月日　産　地　登録　　　　導入価格
　　　　　　　　　　　年月

産 次

1　産　　2　　3 4　　　5 6 7

昭和
44年明8日北海道

46．6．5 千葉

福　岡

駆
血
血

46　　　340，000

48　　　420，000

49。11　300，000

45＆6佐賀血478305000

45、12

4510．3

455，25

44．27

41．1．19

48．1．10

43．10．30

43。1．3

46．10．30

自　家

北海道

佐　賀

　〃

　〃

　〃

北海道

佐　賀

　〃

血
血
綿
血
無
血
早
撃
雑

47．11

47．7

46．12

43．2

49．9

4511

451

49．1

46．12．847。1248．1249．1150．10予

・＆・・［亟ヨ

49．12
（49．3流産）

47．11　　　　50．1

300，000

420，000

250，000

265，000

310，000

300，000

250，000

280，000

48．1

48．1

47．8

46．12

43，3

49．10

4512

452

49．2

流産
49．3

早産

49105α8予

4＆7491050．10予

4712國5α5予

44．7　　45，9　　46．7　　47．8　48．11　50．3

5α10予

47．3　　48。1　　49．1　　50．1

46．1　　47。1　　48．1　　50。1

49．12早産

L
2
3

）注 ［＝］は分娩間隔が長い　一は不正常

M5，9は自家産の乳牛積を育成牧場に売って分娩直前に買取つたもの

筆者による調査　昭和50年3月

研究が必要になっている。

　昭和42年の水稲収量は12．5俵，同43年は11俵の反収であっ魅最近の収量もほぼこの水

準にあるが，同部落の坪刈調査に参加した他農家と比較すれぽ，大体において良い成積であるが，

昭和47年の収量は6戸中で最も低い（第3．12表）。A農場の水稲反収は基本的には高い水準

にあるが，前述した理由により，管理が難しくなりつつあって，諸条件との関係で低い収量になる

こともある。
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第3。12表 下黒井部落の坪刈成績

次 昭和46年 47年 48年 49年

農家　目 株数1升重坪重量 株数　1升重坪重量 株数　1二重門重量 株数　1升重坪重量

株　　Kg　　Kg
A農場 7＆0　1．031　2．625 78．0　1．012　3．075 70．9　0．862　3．412 81．O　LO　103．490

Nα　　1 72．2　1．106　2．437 65，9　0。937　3．525 73．1　0．918　3．000 80．9　0．9903．950

2 73．8L106　2．362 63．5　0，9753．600 7＆0　0。9373．337 826　0．98◎3．940

3 6L1　0．937　2．343 74．6　1．012　3．487 80．2　0．937　3。450 69．8　1．0403．300

4 71．5　：LO31　2．137 68．7　0．9373．487 78．9　1．0873．300 64．5　1．0003．300

5 71．6　0．937　2．625 78．0　1．050　3．375 65．1　1．0303．480

6 70．5　1．012　2．250 77．7　1．0002．890

7 67．8　1．031　2．250 80．6　1．0203．590

8 62．6　0．937　2．625 77．6　1．0203．460

9 78．3　LO203．380

注）　L　各年次の農家番号は同一でない

　　　2　A農場の所属する部落の農家戸数は43戸である坪刈に参加する農家は専業農家

　　　　またはそれにつぐ階層の農家で10戸以内である

　　　a　籾重量

　　　4．筆者による調査　昭和50年3月

第　6　節　　要　　　　約

　　　　一酪農経営の技術指標と経済性を含めて一

1．A農場は佐賀平野のクリーク地帯の水稲反収が11～12俵という，またムギ作が可能な，つま

　り排水条件の比較的に良い，土地条件に恵まれた地域に存する。また第2次大戦後ただちに水田の

交換分合によって2ha余の水田を1団地にまとめるのに成功し，その中心に牛舎．サイロなどの

施設を設置し，早くから水田酪農の基礎を確立するのに努力してきた。この基礎の上に昭和40年

以降，乳牛頭数の増加を目指し，昭和43年には7頭の経産牛に達した。其の後バインダー．田植

機．トラクターの導入により水稲栽培の省力化をはかり，昭和48年度には11頭の経産牛に達し

た。このように酪農部門に：おける規模拡大が進んだに．もかかわらず，飼料作の主要な部分は水田の

冬作に作付し，トラクターを除けば小型の農機具によって栽培と収穫．貯蔵を行なっている。一般
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に水田酪農家の多くはA農場と同様な農機具を利用して飼料生産を行なっている。

2　A農場においても乳牛頭数が4頭以下の時期の飼料はレンゲや野菜屑．稲わらが主でムギ類は実

取されて販売されていたが，頭数増加につれ，レンゲは減少し，イタリアンライグラスの青刈とエ

　ンバク，二条オオムギのサイレージが増加する。そして水田の夏作は水稲作が基本をなす点は昭和

　43年も同48年も変らないが，多頭化につれて，冬作飼料作の栽培の集約化と夏作の飼料作が一

部行なわれるようになる。すでに昭和43年にムギ類（エンバク。二条オオムギ。コムギ）一イネ

ーイタリアンライグラスーイネの作付順序が形成されつつあったが，昭和47年以降は二条オオム

ギーイネーイタリアンライグラスーイネという2年4作の輪作による作付順序が明確に形成されて

いる。イタリアンライグラスの作付は水稲の立毛中への撒播という省力的な様式が採られている。

　これに対し二条オオムギは石灰撒布。厩肥撒布．耕伝．憾言。施肥．播種．覆土．鎮圧．追肥．培

土（土入れ）という労働集約な作付様式を採っている。このように2年4作の輪作は厩肥の還元を

可能にし，さらに耕転．膳立．培土と結合して，地方維持を可能にしている。また稲刈より二条オ

オムギの播種に至る農繁期の労働競合をイタリアンライグラスの作付様式は緩和している。

3，これらの作業を行なう農機具はテイラー．トレーラー．トラクター。作溝機．動力カルテ．人力

施肥．i播種機。鎮圧機と大部分が小型農機具である。一方飼料収穫も小型草刈機によって行なわれ，

　トレーラーによって運搬されるので，飼料作物と土壌の損傷は少なく，イタリアンライグラスの刈

取回数は3～4回である。しかし最近は，田植機の導入と丸心を目的とする中．晩生系の水稲品種

が作付されるようになって，イタリアンライグラスの刈取回数も2～3回へと減る傾向にある。

4　以上の土地利用のあり方に制約されて飼料構造は定まる。すなわち二条オオムギのサイレージと

イタリアンライグラスを主とする青刈給与が粗飼料の基本をなす。

　二条オオムギは栽培において労働集約であったが，サイロ詰も刈取．二心．運搬．細断．踏込み

　と小型農機具と手労働によって行なかれるため，詰込みに要する労力は延36人と大きい。にもか

かわらず頭数増につれ稲わら．ビール粕の重要性は増している。

5　前述したように水田の冬作のみに飼料作を作付する限り，粗飼料の絶対的不足は当然として，季

節による給与のアンバランスが著しい。よって昭和45年以降の「稲作転作奨励」を契機に18a

の転換畑に飼料を作付している。この転換畑はソルゴーーイタリアンライグラス（昭和45年）一

　ソルゴーーイタリアンライグラス（同46年）一ソルゴーーカブ（同47年）一ソルゴーカブ（同

　48年）一イネー二条オオムギ（同49年）という作付順序で，ソルゴーは2～3回刈で労働集約
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な管理を行ない，収量は高い。しかし夏期飼料の確保の目的で始めた転換畑の造成も，昭和47年

に流下式による糞尿処理を行なうようになって，飼料作付様式と土地利用に大きな変化を与えてい

る。

6．流下式による夏期の糞尿は18aの転換畑の飼料作に集中的に施されるために，この飼料作は糞

尿撒布．耕転．茎立．施肥．播種．覆土．鎮圧．排水溝付けという栽培方法を採る。しかし糞尿の

還元量は過大であるため，昭和50年より転換畑を2年の周期で輪換することにしている。冬期の

糞尿はイタリアンライグラスに運脚している。このように地力再生産の視点から作付順序が決定さ

れている。しかしA農場の現在の頭数は流下式による糞尿処理という条件の下では転換畑を増大し

ない限り，厩肥処理において限界に近いといえよう。

　以上のようにA農場の場合，作付様式の創意によって流下式による糞尿処理を地力再生産と土地

生産性と矛盾することなく解決している。これに対し水田酪農において，流下式糞尿処理は夏作に

水稲作を作付する限り，厩肥処理の問題を残している。

7．上記の流下式による糞尿の転換畑への集中的投入は其の後作の水稲作に種々の問題を与えている。

イモチ病，青立ちによる稔実歩合の低下などが生じ易いので，水稲の栽培に特に留意している。

＆　下輩は1年に2回行なわれるが，その毒中は13伽前後である。この耕運は作土層の範囲である。

耕深を作土層の範囲に限定するのは作土層下の瘡薄土が混入するのを避け，黎床を形成することに

よって農機具の土中への沈下を防ぐためである。一方A農場は生産された厩肥の総てを土地に還元

　し，基肥．追肥に使用する化学肥料も最近は増大する傾向に．ある。よってA農場の多肥化は青枯と

いう条件の下で進められている。

9　飼料給与の季節的な不均衡を是正し，飼料の量を増すためには，水田の夏作に飼料を作付するか・

水田冬作の借地を行なうかのいずれかである。しかし前者は水稲の反収が高いため，「稲作転作奨

励」のような補助がなけれぽ経済性の点で困難である。したがって基本的には水田の冬作借地を：増

大し，可能なかぎり転換畑を輪作に組み込むことになろう。

10．A農場は小．中型農機と手労働によって前述したような飼料作と乳牛飼養を行なっているので，

　年間労働日数は大きい（第3．13表）。昭和43年より同48年の多頭化に伴って，酪農部門の

　労働日数は630日より721日へと増加している。この増加の内容は各作業とも総て増加してい

　るが，その増加率は頭数増加率より低い。この理由は諸農機具購入，流下式糞尿処理，飼養管理の
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一定の簡略化などによっている。　　第3・13表　　部門別労働日数　　　単位二日

にもかかわらず昭和48年の成牛

1頭当りの飼養に要する労働量は

5＆1日と大きい。

　多頭化の結果，成牛1頭当り延

飼料作付面積および粗飼料給与量

は減少し，昭和48年は1上3t

である（第3．14表）。昭和43

年の経産牛1頭当りの乳量は6，224

Kgと高く，乳飼率も36．1％と水

田酪農としては低い。この結果酪

　　　　　　　　　　　　　　　　注）　1．　1日は8時間とする
農部門所得は102万円で，成牛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　（　）内は雇用を示す

1頭当り同所得は14・2万円と高　　　　　a　筆者による調査　昭和44年1月　49年2月

い。これに対し昭和48年の経産牛1頭当り乳量は5，090K9で，乳飼率も39．2％へと高まり，

成牛1頭当り酪農部門所得は11．8万円へと低下している。多頭化の結果1頭当り酪農所得は低下

している。しかし多頭化によって約146万円の酪農部門所得となり，1日当りには1，7◎0円で

ある。

部　　　　門 昭和43年　　　　48年

水　　　稲　　　作
1　7　7　（　1　2　）　　　　　　1　3　5

酪　　　　　　農 6　30　（　20　）　　　　　　7　2　1

飼養　管理 467　　　　　　　　502

飼　　料　　作 37　　　　　　　　　63

青　刈　収穫 90　　　　　　　　120

貯　　　　　蔵 3　6　（　2　0　）　　　　　　3　6　（　6　）

計 8　0　7　（　3　2　）　　　　　8　5　6　（　6　）
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第3．14表 技術および経済指標

項目
年次

乳　　　牛　　　頭　　　数

経　　産　　牛　　頭　　数

経　　産　　牛　　割　　合

換　　算　 成　牛　頭　数

労働力1人当り換算成牛頭数

換算成牛1頭当り水田面積
換算成牛1頭当り延飼料作面積

成牛1頭当り粗飼料給与量（年間三二）

成牛1頭当り購入飼料三
年　　間　　総　　乳　　量

経産牛1頭当り乳量
換算成牛1頭当り乳量
成牛1頭当り所要労働二
二　　　　　飼　　　　　率

酪農部門粗収入
酪農部門経営費
酪　 農　 部　 門　　所　 得

経産牛1頭当り酪農部門粗収入

経産牛1頭当り酪農部門経営費

経産牛1頭当り酪農部門所得

成牛1頭当り酪農部門所得

水　稲　 部　門　 所　 得

農　　　業　　 所　　 得

1日当り酪農部門所得

昭和43年 48年

　　　　8頭

　　　6．8頭

　　83．5％

　　　7．2頭

　　　24頭

　　28。5a

　　25．6a

　　14．4t

　98，400円

　42，320Kg

　　6，224Kg

　　昏878Kg

　　87．5日

　　3σ1％

2，146，600円

1，124，700円

1，021，900円

31昌700円

165400円
150，300円

141，930円

1，050，000円

2，071，900円

　　1，270円

　　　13

　　　11
　　　84．6

　　　12．4

　　　　4．1

　　　18．5

　　　18．3

　　　1L3
105b600

　56，000

　　5090
　　4，516

　　　58，1

　　　39，2

3，649，000

2，188，000

1，461，000

331，730

198，900

131，900

117，800

1，570，000

3，031，000

　　1，700

注）　1．筆者による調査　昭和44年1月16日　昭和49年2月1日
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